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❶
金
融
危
機
に
よ
る
市
民

生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の

認
識
と
「
定
額
給
付
金
」
の

本
市
に
与
え
る
経
済
効
果
に

つ
い
て
の
所
見
は
。

　

市
長　

所
得
の
減
少
、
株

価
低
迷
、
雇
用
に
も
及
ん
で

市
民
生
活
に
大
き
く
影
響
す

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

給
付
金
の
市
へ
の
試
算
は
９ 

億
円
程
度
と
み
ら
れ
、
こ
れ

ら
が
消
費
に
ま
わ
る
な
ら
一

定
の
効
果
が
出
る
と
考
え
て

い
る
。

　

❷
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

交
付
要
綱
の
作
成
な
ど
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

万
全
を
尽
く
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

総
務
部
長　

今
後
、
国
か

ら
正
式
な
通
知
が
あ
る
と
思

う
が
、
対
象
者
の
把
握
や
市

民
へ
の
周
知
、
支
給
方
法
、

ま
た
、
不
正
受
給
の
防
止
な

ど
府
内
関
係
部
署
と
連
携
し
、

横
断
的
な
組
織
を
設
置
し
対

応
し
た
い
。

　

❸
本
市
の
中
小
企
業
支
援

対
策
と
国
の
緊
急
保
証
制
度

へ
の
対
応
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

10
月
31

日
の
制
度
開
設
か
ら
今
日
ま

で
本
市
で
の
問
い
合
わ
せ
件

数
は
55
件
、
市
内
の
中
小
企

業
に
対
し
て
、
金
融
機
関
と

も
連
携
を
図
り
、
制
度
の
周

知
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
京

都
府
の
融
資
制
度
利
用
者
に

対
し
て
保
証
料
補
給
金
や
利

子
補
給
金
な
ど
の
拡
大
、
期

間
の
見
直
し
等
を
実
施
。
支

援
を
図
り
た
い
。

　

❹
学
校
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

　

教
育
部
長　

疾
患
を
持
つ

児
童
に
対
し
て
家
庭
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
配
慮
を
要
す
る
児
童
の

主
治
医
の
診
断
書
や
指
示
に

よ
り
、
個
々
の
児
童
に
合
っ

た
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

❺
本
市
に
お
け
る
母
子
家

庭
の
実
態
と
そ
の
支
援
施
策

に
つ
い
て
問
う
。

　

保
健
福
祉
部
長　

本
市
の

母
子
家
庭
の
数
は
約
４
０
０

人
強
で
、
こ
こ
数
年
推
移
し

て
い
る
。
そ
の
生
活
実
態
は

低
所
得
家
庭
が
半
数
を
占
め
、

こ
れ
ら
母
子
に
対
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

講
座
の
受
講
料
な
ど
の
就
業

支
援
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

❶
個
人
住
民
税
の
寄
附
金

税
制
に
つ
い
て
、
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
よ
り
、
市
区
町
村
に
対
す

る
大
幅
な
寄
附
金
税
制
が
拡

大
さ
れ
た
。「
ふ
る
さ
と
で

あ
る
京
田
辺
市
」
に
応
援
し

た
い
、
貢
献
し
た
い
と
思
う

方
た
ち
に
ど
う
い
っ
た
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

総
務
部
長　

例
え
ば
、
ふ

る
さ
と
京
田
辺
応
援
サ
イ
ト

と
い
う
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
設
け
、
ま
ち
づ
く
り
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
中
で
、
賛
同

し
て
も
ら
い
、
税
の
ほ
か
に

寄
附
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
大

変
喜
ば
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

❷
選
挙
開
票
事
務
作
業
に

つ
い
て
、
２
０
０
７
年
参
議

院
議
員
選
挙
で
は
１
８
０
０

も
の
市
町
村
が
、「
コ
ン
マ

１
秒
の
節
約
」
に
取
り
組
み
、

４
年
間
で
行
わ
れ
る
合
計
６

回
の
選
挙
で
数
千
万
円
、
多

い
自
治
体
で
は
、
数
億
万
円

の
効
果
が
出
て
い
る
。
本
市

の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長　

開
票
作
業
の
迅
速
化
を

図
り
、
一
定
の
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
開
票
事
務

作
業
全
体
の
時
間
短
縮
が
経

費
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
一
層

の
工
夫
と
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　

❸
今
後
の
下
水
道
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
下
水
道
事
業

が
開
始
さ
れ
て
約
30
年
が
経

ち
、
普
及
率
も
94
・
７
％
近

く
ま
で
到
達
し
た
。
し
か
し
、

全
国
的
に
は
、
赤
字
を
大
き

く
膨
ら
ま
せ
て
い
る
の
が
下

水
道
事
業
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

下
水
道
未
整
備
地
域
で
の
合

併
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗
化
整

備
を
進
め
て
い
く
考
え
は
。

ま
た
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置

し
た
場
合
に
法
定
検
査
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
権

限
移
譲
が
さ
れ
た
場
合
、
７

条
検
査
を
補
助
対
象
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　

水
道
部
長　

農
業
集
落
排

水
地
を
除
き
、
市
内
ほ
ぼ
全

域
の
家
屋
を
公
共
下
水
道
計

画
区
域
に
含
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
下
水
道
の
整

備
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

浄
化
槽
関
係
は
、
地
方
分
権

の
関
係
等
も
合
わ
せ
、
市
全

体
で
整
理
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

戸
と
工
業
用
井
戸
が
多
く
あ

る
。
こ
れ
ら
を
登
録
し
て
災

害
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
事
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　

危
機
管
理
監　

飲
料
水
に

つ
い
て
は
市
の
４
カ
所
の
浄

水
場
で
一
日
に
２
㍑
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
11
万
本
の
水
量
が

確
保
で
き
る
。
ま
た
、
本
市

に
は
農
業
用
井
戸
が
約
１ 

０
０
カ
所
あ
る
。
万
が
一
の

場
合
、
こ
の
水
を
く
み
上
げ

て
生
活
用
水
と
し
て
供
給
し

た
い
。
井
戸
の
登
録
に
つ
い

て
は
方
法
等
を
考
え
た
い
。

　

❷
国
土
交
通
省
の
調
査
の

結
果
、
木
津
川
の
堤
防
は
砂

を
盛
っ
た
だ
け
で
国
の
安
全

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
危

な
い
堤
防
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
早
急
に
対
策
が
必

要
で
あ
る
が
、
市
の
対
応
は
。

　

建
設
部
長　

地
質
調
査
の

結
果
、
堤
防
強
化
工
事
が
必

要
な
区
間
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
玉
水
橋
付

近
は
緊
急
に
対
策
を
実
施
す

る
区
間
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

早
急
に
対
策
工
事
の
着
手
を

要
望
し
て
い
る
。
そ
の
他
は

順
次
対
策
工
事
を
実
施
す
る

区
間
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
一
日
も
早
く
強
化
対
策

工
事
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
。

　

❸
三
山
木
地
区
特
定
区
画

事
業
は
、
３
月
に
は
90
％
の

　

❶
非
常
災
害
時
に
は
必
ず

飲
料
水
及
び
生
活
用
水
の
確

保
が
問
題
に
な
る
。
本
市
に

は
水
量
の
豊
富
な
農
業
用
井

工
事
進
捗
率
と
な
る
が
、
市

の
南
部
地
区
の
核
拠
点
と
し

て
成
功
す
る
に
は
市
及
び
関

係
機
関
の
強
い
後
押
し
が
必

要
で
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　

建
設
部
長　

平
成
23
年
度

完
了
予
定
で
進
め
ら
れ
て
、

51
街
区
に
土
地
を
集
中
し
て

公
共
施
設
の
建
設
を
計
画
し

て
い
る
。
参
事
職
の
職
員
も

配
置
し
、
支
援
、
情
報
の
提

供
等
続
け
て
い
き
た
い
。

　

❹
改
正
消
防
法
に
よ
り
平

成
23
年
６
月
ま
で
に
住
宅
用

火
災
報
知
器
の
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
が
市
の
対
策
は
。

　

消
防
長　

設
置
促
進
に
つ

い
て
は
毎
月
広
報
紙
に
載
せ

て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
区 

・
自
治
会
で
共
同
購
入
を
し

て
い
た
だ
い
た
地
区
も
あ
り
、

今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　

❶
妊
婦
健
診
の
助
成
拡
大

に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

政
府
の

新
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て

妊
婦
健
診
の
14
回
分
の
公
費

負
担
の
拡
大
に
つ
い
て
方
針

が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

　

❷
本
市
に
お
け
る
Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
の
方
は
ど
の
く
ら

い
お
ら
れ
る
の
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

把
握
し

て
い
な
い
。

　

❸
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

実
施
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

40
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
８
・
９

月
に
実
施
し
、
２
５
０
人
が

受
診
さ
れ
た
。

　

❹
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
等
の
治
療
費
の
助
成
の

市
民
へ
の
周
知
徹
底
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
対
応
す

る
こ
と
を
検
討
し
つ
つ
、
京

都
府
に
も
周
知
徹
底
を
要
請

し
て
い
き
た
い
。

　

❺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
電
話
相
談
機
能
を
強
化

し
て
は
ど
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

電
話
相

談
機
能
が
十
分
認
知
さ
れ
て

い
な
い
状
況
が
見
ら
れ
る
の

で
、
今
後
、
積
極
的
な
周
知

を
行
う
。
夜
間
の
電
話
相
談

は
留
守
番
電
話
に
よ
る
対
応

を
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
の

夜
間
の
電
話
相
談
機
能
の
強

化
も
大
事
な
の
で
、
将
来
的

な
検
討
課
題
と
し
て
い
く
。

　

❻
電
動
車
い
す
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

交
通
安

全
協
会
等
に
今
後
と
も
引
き

続
い
て
講
習
会
等
を
開
催
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て

い
く
。
田
辺
警
察
署
、
販
売

業
者
と
も
連
携
を
と
り
、
講

習
会
開
催
実
施
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
の
も
一
つ
の

方
法
で
は
な
い
か
。

　

❼
傾
聴
・
聴
く
と
い
う
事

を
小
・
中
学
校
の
講
演
会
等

で
教
え
て
は
ど
う
か
。

　

教
育
部
長　

傾
聴
に
つ
い

て
勉
強
・
研
究
し
た
い
。

　

❽
市
独
自
の
修
学
資
金

（
入
学
金
）
貸
付
制
度
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

　

市
長　

今
現
在
に
お
い
て

は
、
市
独
自
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
一
度
実
態
を
調
べ

て
み
た
い
。
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京
田
辺
市
を
応
援
し
た
い
方
へ
は

 

Ｈ
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Ｒ

 

市
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業
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　 　 生活用水の確保は

 農業用井戸を利用する

非 常
災害時

中小企業支援制度の申請風景

納税相談に応じる税務課窓口

農業用揚水ポンプ（田辺）

 妊婦健診の助成拡大を

 政府方針の推移を見守る


